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日

13：30 ～ 16：30
（受付 13：00～）

時
間

ピアザ淡海
大ホール

場
所

出
演
者

たに りり

金尾 滋史
青田 朋恵
堀　 彰男 …他 

農政ジャーナリスト
（ごはんソムリエ）

琵琶湖博物館
琵琶湖システム広報大使
せせらぎの郷須原

特別
講演

シンポジウム

ヒミツ魚のゆりかご水田米のヒミツ

ひと
いのち

「 ひとと 魚の

　いのちの 環  」
わ

会場参加型
クイズで

盛り上がろう！

077-528-3963（担当:園田、西海）
0748-42-4806
0748-34-8870（担当:ヤマプラ 山田ゆ）運営:株式会社ヤマプラ

主催:滋賀県農政水産部農村振興課 地域資源活用推進室
協賛:琵琶湖とつながる生きもの田んぼ物語推進協議会

「生き物の絵：黒川 琉伊 さん（『はじめてのびわこの魚』より）」 

魚のゆりかご
水田米

プレゼント！

さ
ら
に

オリジナル
マグネット

プレゼント！

事前申し込み先着 200名様

「魚のゆりかご水田米」は
琵琶湖からニゴロブナなどの魚が田んぼに遡上し、
魚の赤ちゃんと一緒に育った、安心・安全のお米です。
お米の秘密や魅力について知り、これからの
「魚のゆりかご水田米」について
みんなで一緒に考えてみませんか。

11/ 22（水）
申込締切

水田米を使った

マルシェも
開催します！

参
加無
料

当
日
参

加
も可
能で

す！



６人のパネラーが、琵琶湖と
魚のゆりかご水田について討論します。
気になることがあれば迷わず質問しよう！

● 中村貴子
　京都府立大学大学院で地産地消の実現に向けた
　あらゆる取組に関する研究を行っている。

● 黒川 琉伊
　高校 1年生、滋賀の「さかなクン」。
　絵本『はじめてのびわこの魚』（能美舎）を出版。

● 金尾 滋史
　琵琶湖博物館 水族繁殖学専門の学芸員。

● たに りり
　農政ジャーナリスト、ごはんソムリエとして活動。

● 青田 朋恵
　琵琶湖システム広報大使で、
　滋賀県立「陶芸の森」の副館長を務める。

● 石本 与志夫
　コープしが組織広報部西地区運営事務局長を務める。

● NPO法人国際ボランティア学生協会
　学生というニュートラルな立場を活かし、地域の
　様々な人たちを繋ぐとともに、全世界にネットワークを
　作ることで「共に生きる」社会を作ることを目指す。

  有識者 6人による！

パネルディスカッション

ピアザ淡海
滋賀県大津市におの浜 1-1-20 

至京都
← 大津 膳所

→
至石山

琵琶湖

1

18

島ノ関

石場

京阪膳所

ＪＲ琵琶湖線

湖 岸 道 路

び
わ
湖

ホ
ー
ル

↓ 至京都 至大津ＩＣ↓

びわ湖浜大津

161 県庁

ピアザ淡海京阪電鉄

電車でお越しの方
●JR 膳所駅から徒歩約 12 分
●京阪電車石場駅から徒歩約 5 分
車でお越しの方
●近隣の有料駐車場をご利用ください

  お米の
専門家から学ぶ！

特別講演

“日本流の SDGs” が実現する
未来への希望

食卓の視点から、
お米の生産現場から消費まで取材。
̶ 最新刊 ̶
『稲作 SDGsをお米のプロに学ぶ』
　　　　　　　　　　　 （キクロス出版）

農政ジャーナリスト
ごはんソムリエ たに りり

魚のゆりかご水田米の 

「 ひと と 魚 の

　いのち の 環  」
わ

ヒミツ 琵琶湖の魚や田んぼの秋の恵みを
販売します。お楽しみに！ 

同時開催！
魚のゆりかごマルシェ

コーディネーター

楽しくクイズ形式で
水田米や田んぼに住む

生きものたちのことを学ぼう！

目指せ全問正解！

会場参加型クイズ

全問正解者に！！
米粉のバームクーヘンプレゼント

※予定数を超えた場合、関連グッズのお渡しになります

パネラー

● 金尾 滋史

● 青田 朋恵

● 堀　 彰男

クイズ出題者

…水田と生物多様性に
　ついてのクイズを出題します。
…世界農業遺産に認定された伝統的な
　農業についてのクイズです。
…「魚のゆりかご水田」でとれる
　お米について出題します。


